
共同研究年報
平成22年度

高齢者がいきいきと働ける職場づくりのために



71

印刷業における高齢者と障害者が、70歳までの雇用
に向けて、いきいきと働くことのできる職場づくり
と人事制度の構築に関する調査研究
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ソフト面に関する研究の内容と結果

　１．現状調査・分析

　　(1)　中高年従業員の活性化に関する調査研究アンケート 

　　(2)　高年齢従業員及びプレス課の職場環境に関する調査アンケート

　　(3)　企業診断システムの実施

　２．問題点と改善の指針

　　(1)　問題点の要約

　　(2)　改善指針

　３．改善案の策定

　　(1)　業務内容の整理と職能要件表の作成

  　 (2)　等級制度（職能資格制度）の構築

   　(3)　人事評価制度の構築

  　 (4)　教育訓練システムの整備

  　 (5)　新賃金制度の見直し、概要の検討

　   (6)　在宅勤務システムの構築

　４．改善案の試行・効果測定

   　(1)　業務内容の整理と職能要件表の作成

   　(2)　等級（職能資格）制度の構築

   　(3)　人事評価制度の構築

   　(4)　教育訓練システムの整備

   　(5)　新賃金制度の見直し、概要の検討
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　１．ソフト面のまとめ 
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Ⅰ　研究の背景、目的

１．事業の概要

　当社は主に広島県内を営業エリアとし、学

校・官公庁・民間企業と幅広い得意先から文

字物の本・冊子を中心に受注を行い、組版・

印刷・製本まで社内一貫製作のできる印刷会

社である。また昭和50年から障害者雇用に取

り組み、平成３年には重度障害者多数雇用

事業所として東広島工場を竣工した。現在も

従業員57名のうち障害者９名（うち重度障害

者６名）が在籍している。

２．高齢者雇用状況

　現在、定年年齢は60歳で、選定基準に合致

した場合は嘱託社員として65歳まで再雇用し

ている。最高年齢は75歳で配送業務に従事し

ている。全従業員の内45歳以上18名、55歳以

上が７名で高齢者の構成比率は12％となって

いる。

３．研究の背景、課題

　印刷業界ではプリプレス部門はコンピュー

ター化が進み技術革新が著しく、ソフトもよ

り便利で汎用性の高いものへと進化してき

た。しかも、PCや汎用性の高いソフトの普

及は以前印刷会社でしかできなかった作業が

誰でもPCで行えるようになり、印刷会社の

受注圧迫の原因となってきた。印刷会社には

さらなる付加価値が求められ、低価格・短納

期・高品質に対応しなければ生き残れない状

況にある。プリプレス部門は日々進化する組

版ソフトで日夜対応に追われており、高齢者

の新たな就労は難しい面がある。

　他方、印刷・製本部門は劇的な技術革新は

生まれないものの、受注生産といわれる小

ロットのオーダー品については、依然として

従来の熟練技能を求められる作業が多く、ス

キルの高い高齢者の雇用継続は不可欠といえ

る。その結果、現在の高齢者の職域としては

組版後の校正作業、検版作業（刷版の確認作

業）、出力作業となっているが、視力、筋力

の低下とともに作業負担が大きくなり、継続

就労は難しい面もある。

　本研究では高齢者の体力的負担を軽減し、

あわせて作業上の危険性を減らすことで、職

域を拡大し、できるだけ長く高齢者が活躍で

きる職場作りをする。高齢者のスキルの伝承

を確かに行い、会社全体の品質向上・生産力

のアップに努めたい。

　また、現在雇用している９名の障害者のう

ち2人が50歳代になり、一昨年定年を迎えた

障害者が体力面での不安から再雇用を希望せ

ず退職した事例を踏まえて、高齢化した障害

者の継続雇用は当社にとって大きな課題の一

つである。工場の移転に伴い、高齢化する障

害者にも働きやすいラインへの作り変えを実

現し、バリアフリーへの配慮を行い障害者も

安心して、働く意思があればエイジフリーで

働くことができる職場環境を目指す。

４．研究のテーマ・目的

　PCや組版ソフトの急速な進化が業界に大

きな変化をもたらしたことは確かである。し

かしながら印刷物といっても、すべては受注

生産品であり、製品仕様に応じた臨機応変な

対応は経験がないと困難である。本研究では、

長年の経験により熟練した高齢者の高い技能

を若年社員へスムーズに伝承するための仕組

みとして、高齢者を含む全従業員を対象とし

た人事評価制度、賃金制度及び教育訓練制度

に取り組む。

　また、印刷業で避けられない体力的な負担

軽減を図り、高齢者でも無理なく働ける職場

の構築を実現し、健常者同様、障害者も再雇

用により長く在籍できる職場の実現を図るた

めに以下の研究テーマに取り組む。

①　管理者による適正な評価のできる評

価制度の構築に関する調査研究

②　評価に伴う人事制度・賃金制度の構

築に関する調査研究

③　教育訓練制度の構築に関する調査研

株式会社ニシキプリント
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究

④　高齢者の在宅勤務に関する調査研究

⑤　再雇用を容易にするための作業負担

軽減に関する調査研究

５．研究体制と活動

　ハード面については社長、専務、東広島工

場長、プレス課課長を中心に、ソフト面につ

いては総務経理スタッフを加えた体制で本研

究を実施することとした。

株式会社ニシキプリント
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１．ソフト面の研究成果

（１）管理者による適正な評価のできる評価

制度の構築

イ．今後高齢者が70歳まで引き続き働ける

ように、従業員が能力を十分発揮し、意欲

を持って働けるための体制、仕組みができ

た。具体的には、求められるスキルの明確

化、職能要件表の作成、管理者による評価

の可能な仕組みができた。

（２）評価に伴う人事制度・賃金制度の構築

イ．人事評価制度と連動した職能資格制度

の構築を行い、入社～継続雇用までを想定

した昇格、昇進、昇給、異動などを組織的

に実施できる体制ができた。

ロ．人事評価結果と連動した新賃金制度の

方向性が明確になった。

（３）教育訓練制度の構築

イ．人事評価により求められるスキルに達

していないとされた技能の向上及び技術の

伝承を可能とする教育訓練システムの整備

ができた。

（４）在宅勤務の整備

イ．現在在宅勤務として実施している単純

作業（DMセット作業）から拡大し、現在

外注している各種作業を随時在宅勤務へ移

行するための準備ができた。

２．ハード面の研究成果

（１）検版支援機器

イ．肉体負荷面…上下・傾斜できる専用作

業台の製作により、自分に合った作業姿勢

が可能となり、筋力負担が軽減できた。

ロ．作業環境面…照度の改善と作業面で影

がなくなったことにより、高齢者にとって

目の負担が大幅に軽減された。

ハ．作業姿勢面…作業台の製作により前面

を検査する時、前屈姿勢がなくなり、楽な

姿勢で作業できるようになった。

ニ．安全衛生面…目及び肉体的疲労蓄積が

解消され、腰痛・筋肉痛などの安全・衛生

面の問題が大幅に解決された。

（２）自動封入支援機器

イ．肉体負荷面…作業時間の短縮と制約時

間の中で時間的余裕を持って作業ができる

ようになり、肉体的（特に目）、精神的負

担が軽減された。

ロ．作業環境面…専用台の設置により、作

業スペースが広くなり、他の作業と交錯す

る事も解消された。

ハ．作業姿勢面…前屈姿勢がなくなり、長

時間（２～３時間）の連続作業も軽減され

た。

ニ． 安全衛生面…自動封入機の設置によ

り、前後の作業場所が確保された。処理速

度が向上したことによって時間的余裕が生

まれ、作業ミスが減少した。

（３）印刷物自動運搬支援機器

イ．肉体負荷面…重量物（400 ～ 700ｋｇ）

の移動は機械操作だけでなく、工場内を楽

に運搬できるようになった。

ロ．作業環境面…印刷機、断栽機、製本の

各機械の配置が作業の流れに配慮したもの

になり、移動距離も直線的になった。

ハ．作業姿勢面…積載時の前屈姿勢はほと

んどなくなり、運搬作業は立ち姿勢のまま

で行えるようになった。

ニ．安全衛生面…機械や作業台を避けなが

らの積載作業や手押しフォーク車での運搬

作業が無くなり、高齢者にとって安心・安

全な作業になった。

（４）用紙自動昇降支援機器

イ．肉体負荷面…紙揃え機から断栽機の作

業台への横移動はエアフロートになり、ほ

とんど力を加えなくても横移動ができるよ

うになった。

ロ．作業環境面…両機械の側面にそれぞれ

位置決めの固定枠を製作し、簡単にセット

できるようになった。

ハ．作業姿勢面…上半身前屈姿勢がなくな

り、立ち姿勢のまま両手で印刷物を旋回さ

Ⅱ　研究成果の概要
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せるだけになった。

ニ．安全衛生面…機械作動状況が視覚でも

分かるように作業安全ランプを設置したこ

とによって大幅に安全性が高まった。

　上記支援機器を導入したことによって、高

齢者の再雇用を容易にするための作業負担の

軽減が実現した。

株式会社ニシキプリント
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株式会社ニシキプリント

Ⅲ―１．ソフト面に関する研究の内容と結果

１．現状調査・分析

　当社の人事制度上及び職場環境などの面で

の問題点を抽出するために以下の調査を実施

した。

（１）中高年従業員の活性化に関する調査研

究アンケート

イ．対象者　　　全社員

ロ．実施時期　　平成22年６月～７月

ハ．実施方法　　従業員へのアンケート調

査方式

ニ．質問内容

・管理・組織体制面について（９項目）

・人的能力面について（６項目）

・雇用管理面・人事制度面について（８項目）

・作業環境面について（７項目）

・組織風土面について（４項目）

ホ．調査結果（回答数の多かった項目）

・管理・組織体制面では、「新しい顧客の

開拓がなされていない」

・人的能力面では、「知識面で全体的に向

上の努力が必要」「技能面で全体的に向上

の努力が必要」「全体的に自己啓発努力が

必要」

・雇用管理面・人事制度面では、「賃金水

準が低い」「必要な教育訓練がなされてい

ない」「全員が参加して改善に取り組むと

いう活動が不十分である」

・作業環境面では、「建物・設備・OA機器

が古く、改善、購入の必要がある」「筋力

を使ったり、無理な作業姿勢がよくある」

・組織風土面では、「社内のコミュニケー

ションが全体的に悪い」

（２）高年齢従業員及びプレス課の職場環境

に関する調査アンケート

イ．対象者：高齢従業員、プレス課従業員

（主として機器を扱う部署）　計17人

ロ．実施時期　　平成22年７月

ハ．実施方法：アンケート調査方式

ニ．質問内容　

・体力的負担を伴う作業について（５項目）

・無理な作業姿勢について（７項目）

・危険な作業について（６項目）

・厳しい作業環境について（４項目）

・機械設備の使い勝手の悪さについて（３

項目）

ホ．調査結果（回答数の多かった項目）

・体力的負担を伴う作業…「印刷物（紙）

の運搬時の重筋作業」「長時間の同一連続

作業」

・無理な作業姿勢…「高く積み上げられた

印刷物（紙）を取り扱う作業」「高く積み

上げられた印刷物（紙）を運搬する作業」

「機械使用時の中腰姿勢」「床または下部に

置いてある印刷物（紙）の積み上げ」

・危険な作業…「過度な重量物の移動」「高

く積み上げられた印刷物（紙）を運搬する

作業」

・厳しい作業環境…　特になし

・機械設備の使い勝手の悪さ…　特になし

（３）企業診断システムの実施

イ．実施した企業診断システム

・高年齢者のための職場活性化診断システ

ム

・高年齢者のための健康管理診断システム

・高年齢者のための教育訓練診断システム

ロ．実施時期：平成22年６月

ハ．実施方法：社長、専務、工場長との面

談インタビュー

ニ．診断結果

①高年齢者のための職場改善診断での問

題点

・職場の作業環境面では騒音がひどい場

所があり改善が必要である。

・現場の作業条件面では重量物の取り扱

いが高齢者にとって負担になっている。

・腰の疲れがひどいのと体力や持久力が

必要で高齢者の負担になっている。

・知識、経験、判断力を非常に必要とす

る仕事である。

Ⅲ　研究の内容と結果
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・事務関係ではOA知識や事務処理能力、

高い学習能力を非常に必要としている。

②高年齢者のための健康管理診断での問

題点

・従業員にはコンピュータを用いた健康

管理を取り入れているが、高齢者に配慮

した健康管理体制の整備面ではまだ課題

が多い。

・衛生年間計画の作成はできていないの

で年間計画を作成し従業員へ周知するこ

とが必要である。

・体調不良に対応できる環境（健康相談

窓口、休養室etc）が整っていない。

・リタイア後の生活設計やガン健診など

の地域保健サービス内容の取り組みや健

康教育（生活習慣病、喫煙教育etc）の

実施が必要である。

・メンタルヘルス面の体制整備やメンタ

ルヘルス教育の実施が必要である。

③高年齢者のための教育訓練診断での問

題点

・教育訓練の必要度は強く感じているが、

実績（特に高齢者向け）は低い。

・今後は特に高齢者向けの技術環境（IT、

印刷）の変化への対応教育が求められる。

・高齢者向けの教育訓練の実施状況は全

体的に不十分であるが、特に「人間関係」

面については皆無である。

・一般的教育訓練体制面では、特に「退

職教育」「転職教育」は全くできていない。

２．問題点と改善の指針

（１）問題点の要約

イ．前述の現状の調査では、ソフト面の課

題は今後ますます厳しくなる印刷業界で生

き残るための「従業員の能力向上システム」

「技術の伝承」「適切な人事評価システム」

「能力と成果に見合う賃金制度」などの整

備が緊急の課題となっている。具体的には

以下のようになる。

ロ．現状の賞与時に実施している人事評価

システムの見直しを行い、今後高齢者が70

歳まで引き続き働けるように高齢者自身が

能力を高め、能力を十分発揮かつ意欲を

持って働けるように能力評価制度の構築を

行う必要がある。

ハ．部門ごとに求められる能力を明確にし、

評価により求められるスキルに達していな

いとされた技能の向上及び技術の伝承を可

能とする教育訓練システムの構築をする必

要がある。

ニ．また上記の能力評価制度と連動した賃

金制度を構築することで、職業能力と賃金

の関係を明確にする。

ホ．加えて、中間管理者の育成と役割分担、

権限と責任の明確化及び組織的動きができ

る体制作りが求められる。

ヘ．将来に向けて、エイジフリーの社内へ

の導入や多様な就業形態の検討を行い、働

く意欲があれば年齢に関係なく働くことが

できる環境整備を行う事が大切である。

（２）改善指針

　前述のように、トータル的な人事システム

の構築が求められる。

ただ、時間が限られており、優先順位付けを

行い、短期、中期の取り組みテーマを絞り込

んで改善を実施していくことが必要である。

今回の共同研究では以下のテーマについての

改善に取り組む。

イ．業務内容の整理と職能要件表の作成

ロ．等級制度（職能資格制度）の構築

ハ．人事評価制度の構築

ニ．教育訓練システムの整備

ホ．新賃金制度の見直し、概要の検討

ヘ．在宅勤務システムの構築

３．改善案の策定

（１）業務内容の整理と職能要件表の作成

イ．目的

組織的動きのできる体制作りのために、ま

ず担当業務内容の調査を行い、整理し、職

種別の要件表の作成を行う。

ロ．作業フロー

①「業務内容一覧」の作成　

a.対象職種　

「総務経理課」「営業課」「生産管理（企

画）」「生産管理課」「DTP課（１，２Ｇ）」

株式会社ニシキプリント
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「DTP課（3G）」「プレス課（印刷Ｇ）」「プ

レス課（製本Ｇ）」

b.内容

「大項目―小項目の課業」「難易度レベ

ル―容易、普通、難易、超難易」

②「職能要件表（能力評価基準表）」の

作成　⇒　表１

a.対象職種

「総務経理課」「営業課」「生産管理（企

画）」「生産管理（工務）」「生産管理

（web）」「DTP課（１，２Ｇ）」「DTP課・

３Ｇ（製版）」「DTP課・３Ｇ（版下）」「プ

レス課（印刷Ｇ）」「プレス課（製本Ｇ）」

「現場管理者」「営業管理者」

b.内容

「大項目―業務内容」「担当者」「スキ

ルレベル…ａ：他の指導ができる、ｂ：

自分でできる、ｃ：指導があればでき

る、ｄ：理解ができる」

（２）等級制度（職能資格制度）の構築

イ．目的

高齢者を含む全従業員を能力レベル別に５

段階の資格等級に格付けを行い、各等級の

定義付け、対応する職位の明確化、技術職

務群の採用などを行い人事制度の骨格とな

る体系を作り上げる。

ロ．作業フロー

体系に必要な以下の項目の整理、作成を行

う　⇒表２

① 資格等級…「Ⅰ級」「Ⅱ級」「Ⅲ級」「Ⅳ

級」「Ⅴ級」

② 職務群…「一般職務群」「技術職務群」

「経営管理職務群」

③ 役職…「主任」「係長」「課長補佐」「課

長」「工場長」「部長」

④ 技術職…「一般技能」「ベテラン技能」

「スペシャリスト」

⑤ 等級基準…表２参照

⑥ 職能資格制度関連帳票の作成

・職能資格制度規定

・職能資格制度運用マニュアル 

（表１）
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（３）人事評価制度の構築

イ．目的

　高齢者を含む従業員の能力、情意、成績

の各評価基準に基づいて、公平で、納得性

のある人事評価が可能な仕組みを作り、従

業員への動機付け及び教育訓練ニーズの抽

出を行う。また、管理者の果たすべき役割

についての理解促進と評価を実施すること

で管理者の育成を図る。

ロ．作業フロー

①人事評価制度の概要の検討、作成

②人事評価項目の検討、作成

a. 職能要件表…能力評価基準表を使用

⇒表１（職種ごとに項目数は異なる）

b.情意評価基準表…「責任性（5項目）」

「積極性（4項目）」「規律性（3項目）」「協

調性（3項目）」

c.成績評価基準表…「現場職：正確性、

スピード、業務改善、目標管理」「営

業職：売上目標達成率、受注目標達成

率、新規開拓件数、目標管理」「管理職：

上記項目＋部下育成」

③人事評価フローの作成

④人事評価制度関連帳票類の作成

a.人事評価制度規定

b.人事評価制度運用マニュアル

c.評価基準表（能力、情意、成績）

d.人事評価管理表　⇒表3

e.面接シート　　　⇒表4

f.育成記録

（表２）
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（４）教育訓練システムの整備

イ．目的

　このシステムは、高齢者・障害者を含む

全従業員の育成のために個々の力量を明確

にする。そして教育訓練のニーズを満たす

手順を定め、実行し、管理する手順を確立

し、維持するものである。また、職種によっ

ては計画的に技術の伝承を行うために活用

する。

ロ．作業フロー

①力量、認識及び教育・訓練のプロセス

は以下の通りである。 

（表３）

（表４）
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②教育訓練システム関連帳票類の内容

a.業務内容一覧表

→従業員の部門別・職種別の業務内容

と職務の難易度を記述したもの。

b.職能要件表（能力評価基準表）

→従業員の部門別・職種別の業務に求め

られる職務遂行能力（スキル）を記述し

たもの。

c.従業員教育計画表

→従業員全員対象の年度教育目標及び

計画を記述したもの。

d.教育訓練管理表

→全従業員の個人別の年度別「育成目

標～教育計画～実施内容～結果・課題」

を記述したもの。

e.面接シート

→人事評価実施後の上司と本人との面接

（能力向上と動機付け）時に必要な内容

を記述したもの。

株式会社ニシキプリント
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（５）新賃金制度の見直し、概要の検討

イ．これまでの課題

・明確な人事評価システムがなく、能力や成

果が賃金に反映できていなかった

・定義の不明確な手当があった　→皆勤手

（６）在宅勤務システムの構築

当社の在宅勤務のパターンとして以下の３種

　イ．パターン１：内職作業の運用方法

当、昼食代補助

・昇給は単純に基本給の○％という決め方を

していた　　

ロ．新賃金制度の概要（方向性）

類が考えられる。一部は実施中だが今後内容

の充実及び量を増やしていく予定である。 
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③モデルケース

a.作業者－広島市西区在住のAさん（68

才・女性）とBさん（67才・女性）A

さん自宅にて２人で作業

b.作業内容－ＤＭ4点セット作業　

19,000セット

　22 ／９／ 16　電話にて仕事依頼

　22 ／９／ 17　配送業務がAさん自

　　　　　　　　宅へ配達

　内職仕様書を発行しAさんへ渡す。

22 ／9／27　完成の連絡があり、製品

　　　　　　を回収・請求書を提出

22 ／10／15　Aさんへお支払い 

株式会社ニシキプリント

ロ．パターン２：文字入力の運用方法

①対象者

ニシキプリント退職者及び近郊に居住の55歳以上の高齢者

②ワークフロー
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ハ．パターン３：インデザインによる組版作業の運用方法

①対象者

・ニシキプリントでDTP勤務経験のある55歳以上の高齢者

・高齢化により通勤困難になった障害者も想定

 ②ワークフロー　－その1－

③ワークフロー　－その2－

株式会社ニシキプリント

４．改善案の試行・効果測定

（１）業務内容の整理と職能要件表の作成

イ．職種ごとに担当する業務内容の整理が

でき、重複や不足部分が明確になった。

ロ．職種別に主要業務の選出を行い、求め

られる能力を文章化することで従業員の自

己啓発の方向が明確になった。

ハ．職能資格制度における昇格基準が明確

になった。

（２）等級（職能資格）制度の構築

イ．トータル人事制度の骨格ともいえる職

能資格制度の体系ができた。

ロ．組織活性化のための昇格、昇進のため

の条件整備ができた。
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ハ．資格等級と役職との関係が決まり、幹

部・管理者に求められる能力が明確になっ

た。

ニ．技術職務群を採用することにより、管

理職務群以外での活躍の道が開かれた。

（３）人事評価制度の構築

イ．公平で、納得性のある人事評価制度の

仕組みができ、賃金への反映を組織的に行

える体制ができた。

ロ．資格等級別・職種別の人事評価基準が

明確になり、何を頑張れば給与が上がるか

が理解でき、従業員の動機付けに繋がる可

能性が高い。

ハ．能力評価・情意評価・成績評価の導入

により、総合的な評価ができるようになっ

た。

ニ．直属上司が部下の評価を行うため、管

理者の意識改革と能力向上に繋げられる。

（４）教育訓練システムの整備

イ．人事評価制度の結果により従業員の教

育ニーズの抽出ができるようになった。

ロ．従業員別の年度教育訓練計画の立案・

推進を行う事でレベルアップが期待でき

る。

ハ．目標面接制度を導入することで管理者

と部下のコミュニケーションが良くなる。

ニ．必要な職種については技術の伝承に活

用できる。

（５）新賃金制度の見直し、概要の検討

イ．能力主義・成果主義を入れた新賃金制

度の概要が決まり、方向性が明確になった。

ロ．人事評価制度の結果と完全に連動する

仕組みができたので、納得性が得られる

ハ．資格等級と連動した賃金（職能給部分）

になっているので、意欲のある従業員の自

己啓発向上に繋がる可能性が高い。

（６）在宅勤務システムの構築

イ．現在も一部実施中で、実験を繰り返し

ながら更なる関連ノウハウの蓄積ができ

る。

ロ．工場・設備が本社から遠隔地（本社か

ら車で１時間）に移動したので、今後本社

近辺での在宅勤務の必要性が益々高まって

くる可能性が強い。

ハ．今後高齢障害者の退職が発生してくる

ので、在宅勤務者は増えてくると思われる。

Ⅲ―２ ハード面に関する研究の内容と結果

１．現状調査・分析

　当社の現場環境の問題点を抽出するために

以下の調査を実施した。

イ．中高年従業員の活性化に関する調査研

究アンケート（前述）

ロ．高年齢者及びプレス課の職場環境に関

する調査アンケート（前述）

ハ．企業診断システム（前述）

ニ．プロジェクトメンバーによる問題点の

抽出

①対象者…プロジェクトメンバー

②実施時期…平成22年７月

③実施方法

a.対象となる工程の選定…「DTP」「印

刷」「製本」「発送作業」

b.問題点の多い作業の抽出…「組板・

検版作業」「印刷機への用紙のセッティ

ング」「振替作業」「印刷物の運搬作業」

「印刷物の封入封緘作業」「断栽機への

用紙セッティング」「発送前運搬作業」

「梱包作業」など

c.作業の詳細と問題点の検討…問題点

の多い作業の詳細作業内容を分析

d.問題点のある作業負荷の視点の検討

→「肉体負荷」「作業環境」「作業姿勢」

「安全衛生」に決定

e.上記の各視点で3段階評価を行い、

４項目を掛け算し「合計」を算出

ex.  ３×３×２×３＝54

f.改善テーマの選定…問題点を解決す

るために必要な機器についての検討

２．問題点と改善の指針

（１）改善の要点

イ．中高年従業員の活性化に関する調査研

究アンケートからの問題点

→Ⅲ―１、１、（１）、ホ　参照

ロ．高年齢従業員及びプレス課の職場環境

株式会社ニシキプリント
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に関する調査アンケートからの問題点

→Ⅲ―１、１、（２）、ホ　参照

ハ．企業診断システム（３種類）からの問

題点

→Ⅲ―１、１、（３）、ニ　参照

ニ．プロジェクトメンバーによる検討会で

の問題点

①54点の作業内容

→「印刷機への用紙のセッティング」「印

（２）改善指針

　前述の表７のように問題点の多い作業の抽

出と絞り込み作業（肉体負荷×作業環境×作

業姿勢×安全衛生＝合計）を行った。

　今回の研究では合計点の高い作業（36点以

上）について、改善のための支援機器の開発

に取り組むことになった。

３．改善案の策定

（１）ハード面の改善テーマの検討、決定

イ．中高年従業員の活性化に関する調査研

究アンケートの結果確認

刷物の運搬作業」「断栽機への用紙セッ

ティング」「印刷物の封入・封緘作業」「発

送前運搬作業」

②36点の作業内容

→「組版・検版作業」

③18点以下の作業内容は省略

以上をまとめると以下の表になる。（表

７）

ロ．高年齢者従業員及びプレス課の職場環

境に関する調査アンケートの結果確認

ハ．企業診断システム（３種類）の結果確

認

ニ．プロジェクトメンバーでの検討結果の

確認

ホ．上記イ、ロ、ハ、ニの結果からハード

面の改善テーマを決定した。

（２）ハード面の改善テーマの作業推進方法

の検討

　イ．改善テーマ

　　①検版支援機器

株式会社ニシキプリント

（表７）
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（表８）

（表９）

　　②自動封入支援機器

　　③印刷物自動運搬支援機器

　　④用紙自動昇降支援機器

　ロ．各テーマごとの活動推進計画の検討

　活動推進計画書の内容は以下の項目であ

る。

①「目的・ねらい」

②「予定（予算、時期など）」

③「目標・成果物」　　　　　　　

イ．検版支援機器

ロ．自動封入支援機器

④「担当者」

⑤「具体的内容」 　　　

⑥「費用概算」

⑦「推進スケジュール」

４．改善案の試行・効果測定

（１）テーマごとの活動推進計画の作成試行

　改善テーマごとに作成した活動推進計画は

表８、９、10、11のようになる。

株式会社ニシキプリント
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400
700Kg 30

A4 A1
5 10Kg

180

（表10）

（表11）

ハ．印刷物自動運搬支援機器

ニ．用紙自動昇降支援機器

株式会社ニシキプリント
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DTP

500 1500

1

mm
mm

5
1

2

48 67

➁

2 3

1

（表12）

（表13）

（２）改善効果

　改善テーマごとの「改善目標」と「改善結果」をまとめると表12,13,14,15のようになる。

イ．検版支援機器

ロ．自動封入支援機器
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400 700Kg

6
1

55mm

72 97

  

A1

6
90

6
90

2

（表14）

（表15）

ハ．印刷物自動運搬支援機器

ニ．用紙自動昇降支援機器
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　次に、「改善前」と「改善後」の作業状態の写真は写真４、５、６、７のようになる。

　ホ．検版支援機器（写真４）

　ヘ．自動封入支援機器（写真５）

株式会社ニシキプリント

DTP
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　ト．印刷物自動運搬支援機器（写真６）

　チ．用紙自動昇降支援機器（写真７）

株式会社ニシキプリント
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（３）効果測定

　イ．問題の多い作業の改善前と改善後の比較をすると以下の表のようになる。（表16）

株式会社ニシキプリント

（表16）

改善効果を計算すると以下のようになり、非常に効果があった。

①検版支援機器

●改善前　36＋12＋24＋４＝76　○改善後　４＋４＋１＋１＝10  ◎効果　１－(10÷76)＝87％

②自動封入支援機器

●改善前　　　　　　　　36　 ○改善後            8　   ◎効果　１－(8÷36)＝78％

③印刷物自動運搬支援機器

●改善前　54＋54＋36= 144 　 ○改善後　16＋8＋8=32　   ◎効果　１－(32÷144)＝78％

④用紙自動昇降支援機器

●改善前　54＋18＝72       　○改善後　４＋４＝8　　　　 ◎効果　１－(8÷72)＝89％

　ロ．作業姿勢調査についてのワークサンプリングによる効果測定は以下のようになった。

※「現在の人間工学」の作業姿勢区分により計算。

改善効果についてはテーマごとの差はあるが、平均で55％の削減効果があった。
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（４）改善策導入後の不具合の状況

　納入後の不具合（問題点）と改善策は以下のようになる。（表17）

株式会社ニシキプリント

（表17）

（５）作業手順書の作成

　ハード面改善支援機器を取り扱う時の作業

手順について、以下４種類の手順書に定める。

①封入封緘機操作のしかた（自動封入支

援機器）

②運搬機操作のしかた（印刷物自動運搬

支援機器）

③紙揃え機操作のしかた（用紙自動昇降

支援機器）

④昇降機操作のしかた（用紙自動昇降支

援機器）
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１．ソフト面のまとめ

（１）研究テーマの設定

　高齢者を含む従業員の育成と動機付けシス

テムとして機能する各種人事制度の構築、及

び在宅勤務による多様な就業形態について検

討、整備する。

（２）研究方法

　イ．現状の人事制度についての調査、分析

①社員アンケート（２種類）

②企業診断システム（３種類）

③プロジェクトメンバーによるフリー

トーキング

　ロ．問題点の確認と改善策の検討

①組織的動きができる体制作りと管理者

の育成

②人事評価制度の作成と在宅勤務体制の

検討

③教育訓練制度の整備と新賃金制度の方

向性の検討

　ハ．改善策の作成

ロ－①に対して

…「業務内容一覧」「等級（職能資格）

制度の構築」「職能要件表の作成」「職能

資格制度マニュアルの作成」

ロ－②に対して

…「人事評価制度の整備」「在宅勤務シ

ステムの整備」「人事制度マニュアルの

作成」

ロ－③に対して

…「教育訓練システムの構築」「新賃金

制度の概要の決定」

（３）成果

イ．職能資格制度の構築により特に人事制

度面で組織的動きのできる仕組みができ

た。

ロ．公平で納得性のある人事評価制度の構

築ができ、組織の活性化が期待できる。

　また、運用を通じて評価者である管理者

の能力向上が図られる可能性が高い。

ハ．職種別、階層別、個人別の人材育成シ

ステムができ、人材育成のための基礎がで

きた。

　併せて、技術の伝承を当システムに織り

込むことにより確実に進める事ができる。

ニ．高齢者が会社を離れても仕事ができる

体制を整備することにより従業員のモラル

アップが期待できる。

（４）今後の課題

イ．今回検討、作成、導入した各種人事制

度の継続的な運用を行う。

ロ．早急に新賃金制度の改正方針を尊重し

た新賃金の詳細の検討、作成、導入を行う。

ハ．在宅勤務対象業務の拡大を行い、順次

導入する。

２．ハード面のまとめ

（１）研究テーマの設定

　高齢者（障害者を含む）の担当している工

程で、危険度、肉体的負荷、作業姿勢、作業

環境などの面で負担の大きい作業に対して支

援機器を開発した。

　具体的には「検版支援機器」「自動封入支

援機器」「印刷物自動運搬支援機器」「用紙自

動昇降支援機器」の開発、試行を研究テーマ

として設定した。

（２）研究方法

イ．現状の作業姿勢や重筋作業の強弱を

「アンケート調査」「企業診断システム」「プ

ロジェクトメンバーによるフリートーキン

グ」等により分析

ロ．問題点の改善策の検討

　①改善作業の抽出と絞込み（４種類）

ハ．改善案の絞込み及び実施

①高齢者の作業負担軽減のための具体的

支援機器の開発を行った。

②改善案の作業マニュアル（取扱説明書）

を作成した。

（３）成果

イ．検版支援機器の開発

　専用作業台の製作、照度の改善により、

Ⅳ　まとめ
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楽な姿勢での作業が簡単にできるようにな

るとともに高齢者の目の負担が大幅に軽減

された。

ロ．自動封入支援機器の開発

　自動封入機の製作・改良と専用台の設置

により、時間的余裕を持って作業ができる

ようになった。また、前屈姿勢がなくなり、

長時間の連続作業も軽減された。

ハ．印刷物自動運搬支援機器の開発

　重量物の移動が楽になり、積載時の前屈

姿勢がほとんどなくなり、運搬作業も立ち

姿勢のままで行えるようになった。また機

械の配置の見直しにより移動距離も短く

なった。

ニ．用紙自動昇降支援機器

　紙揃え機から断栽機の作業台への横移動

がほとんど力を加えなくてもできるように

なった。また上半身前屈姿勢がなくなり、

立ち姿勢での作業が可能となった。

（４）今後の課題

（３）－イについて

…LEDライトの視野を広げる必要がある。

（３）－ロについて

…封筒、封入物のセット枚数を増やすため

にフィーダーを設置することと機械を一人

で操作できるような手順を検討・決定する

必要がある。

（３）－ハについて

…すべての用紙に対応可能なセンサーに改

良する必要がある。

（３）－ニについて

…今のところ特になし。

３．高齢者の継続雇用への結びつけ

　ソフト面、ハード面についての改善テーマ

の作成、構築、実施（一部）により、本研究

取組前の状態よりは、かなりの部分で職場環

境の改善が進んだ（進みつつある）と思う。

今後とも当業界の人手不足（特に若手）と社

員の高齢化は益々進んでいくことは確実であ

り、本研究をきっかけとして、高齢者・障害

者を含む従業員にとって働きやすい環境作り

のための活動を継続して実施しながら、エイ

ジフリー社会の実現に向けて貢献していきた

い。
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